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静岡発！ 
地域に住むみんなで創る 
再生可能エネルギー事業 

  しずおか未来エネルギー株式会社 代表取締役社長  

  静岡県地球温暖化防止活動推進センター ゼネラルマネジャー 

  特定非営利活動法人アースライフネットワーク 専務理事 

服部 乃利子 

静岡県・静岡市 

人口約 70万人 

静岡と言えば 

富士山、南アルプス、 

駿河湾、安倍川、 

お茶、みかん、山葵、桜えび 



  静岡県知事より静岡県地球温暖化防止活動推進センターの指定を
受けている温暖化防止をミッションにしているNPO法人アースライフ
ネットワーク（６０％出資）と、太陽光発電をはじめエネルギー分野に
幅広く取組む地元企業鈴与商事㈱との共同出資により          
2012年12月12日に設立  

   静岡県内を中心とした再生可
能エネルギーの導入･普及、
環境教育活動を通じて、地域､
自治体､ＮＰＯ､企業､金融機関
等それぞれが役割とリスクを
担いながら連携協力し、 地
域のエネルギーを地域のみん
なで創ることを実践していきた
いと考えています 

事業理念  地域に住まう「みんな」で創る、地域のための再生可能エネルギーの普及を目指します                                    



番町市民活動センター（NPO活動拠点） 
災害時の活動拠点となる施設 

日本平動物園 年間70万人の来園者 
静岡市の観光拠点  

日本平スタジアム  
Jリーグ清水エネパルス 
ホームＧ駐車場   

西ケ谷資源循環センター 
ごみ減量ための体験学習施設 

※サポーターの日よけ雨よけとしても活用できる 

静岡市立清水桜が丘高校体育館 
防災時の地域避難拠点 

藤枝市岡部体育館 
防災時の地域避難拠点 

大井川みなと発電所(焼津市） 
環境教育実施拠点 

●場所：教育･文化､スポーツ施設な
ど、市民が出資する意義や物
語がしっかりと描ける場所とす
る 

●規模：中小規模（50kW未満の低
圧）の太陽光発電所を複数設
置とする 

●市民参加：エネルギーを「使う側か
ら作る側へ！」 市民に手の
届く範囲で、多額の資金を必
要とせず自らの意志で再生可
能エネルギー事業に参画･貢
献できる仕組みとする（市民
ファンドを取入れる） 

●機能：災害時の避難拠点となるこ
とも想定し、停電時の独立電
源としての活用を想定する 



しずおか未来エネルギープロジェクト（事業スキーム） 

市民出資による中小規模分散型太陽光発電事業 

ポイント ①全国初 小口で償還期間の短い市民ファンド 
       ②全国初 無担保無保証による金融融資 
★2018年6月 5年間のファンド終了 償還率 113.6％（税前） 

Ｈ29.４    

パルシステム
しずおかに 
売電開始 



発電所を設置した後が
大事！ 

   ■設置した発電所に『訪れていただく』仕掛け 

 

   ■プロジェクトの意義や取組みを『伝える』仕掛け 

 

   ■プロジェクトに『関心を持ち続けていただく』仕掛け 



訪れていただく仕掛け 
スタートアップイベント開催 



     出資者記名ボード 
 

県内産木材使用  ＣＯ２削減量、吸収量を記載 
※障がい者就労継続支援A型事業所に作成依頼 

訪れていただく仕掛け 



環境教育プログラムの実施 市・ＮＰＯ・未来エネルギー3者 共催(静岡大学協力) 
 於)日本平動物園 

伝える仕掛け 



幼児用 

教え手用ガイド 

小学校低学年用 小学校高学年用 

絶滅危惧種 
   ホッキョクグマ 

  オラウータン 
  アムールトラ 

ぺんぎん 



伝える仕掛け 
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◇出資者への意識づけ 

 ＨＰ上で、発電量、売電金額   
の状況を公開（月２回） 

ちゃんと発電してるかな？ 
関心を持ちづつけて
いただく仕掛け 



出資者感謝イベント（清水エスパルス共催）      
 

於)ＩＡＩスタジアム 関心を持ちづつけて
いただく仕掛け 



低炭素杯2016 

環境大臣賞グランプリ 受賞  

低炭素活動に取り組む全国1,993団体   
の中からファイナリスト38団体に選出される 

地域主導型再生可能エネルギー事業
「産・官・学・民・金」連携で取組んでいる

ことに評価をいただきました 



・地域の皆さん、NPO、行政、地域新電力会社、中部電  
 力、金融機関と小水力協議会を立上げ 取組み中 
・ソーラーシェアリング、再エネ活用による養鰻業 

小水力発電事業・農業と再エネを繋げる支援 



●地域の眠っている資源､再生可能エネルギーを掘り起こす 

   ex) 小水力発電  バイオマスエネルギー 

●ＦＩＴだけに頼らずに採算が取れる事業計画 

●市民を巻き込む仕掛けを、分かりやすく 

  （地域の合意形成、地域のキーマンを見つける→女性の視点） 

●環境エネルギー教育の充実 

経済性と社会性の両立 

地域での持続的な事業活動へ 

さらなる展開に向けた課題 

 
 

 地域に利益が還元できる仕組みで課題解決へ            
 （自治体、民間連携公社の立ち上げ） 

   ⇒  
  再生可能エネルギーで地域が豊かになる 
  脱炭素で「ストップ！温暖化」へ 
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